


阿
久
根
市
の
市
制
施
行
五
十
周
年

を
祝
う
記
念
式
典
が
五
月
十
九
日
、

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、市
関
係
者
や
表
彰
者
、

来
賓
な
ど
約
九
百
人
が
出
席
。
幾
多

の
先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
輝
か
し

い
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
新
た

な
未
来
の
創
造
に
向
け
た
節
目
を
、

と
も
に
祝
い
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
は
、
パ
ー
ル
新
体
操
ク
ラ

ブ
に
よ
る
創
作
ダ
ン
ス
や
記
念
ビ
デ

オ
の
上
映
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
発

表
及
び
表
彰
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
斉
藤
市
長
が
「
我
が

阿
久
根
市
は
昭
和
二
十
七
年
四
月
一

日
、
人
口
約
三
万
二
千
人
、
県
下
六

番
目
の
市
と
し
て
発
足
。
以
来
、
市

民
の
進
取
の
気
性
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、

ふ
る
さ
と
を
思
う
情
熱
で
今
日
の
発

展
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
今
、
新
た

な
地
方
の
時
代
を
迎
え
、
市
民
の
英

知
を
結
集
し
、『
自
然
と
人
が
共
生

す
る
ま
ち
』
の
実
現
に
向
け
て
市
民

の
瞳
が
輝
き
希
望
が
ふ
く
ら
み
活
力

あ
る
明
る
い
未
来
を
創
造
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
市
政
功
労
者
表

彰
で
は
各
分
野
で
市
政
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
九
十
六
人
、五
団
体
を
表
彰
。

ま
た
、
同
時
に
平
成
十
四
年
市
民
表

彰
も
行
わ
れ
十
五
人
、
十
三
団
体
を

表
彰
し
、そ
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
県
警
音
楽
隊

や
地
元
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
本
市

出
身
で
童
謡
歌
手
と
し
て
活
躍
中
の

沖
吉
け
い
子
さ
ん
ら
が
出
演
し
た
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
、
夜
は
浅
井
信
雄
氏

を
講
師
に
招
き
『
激
動
す
る
国
際
情

勢
と
日
本
の
選
択
』
と
題
す
る
記
念

講
演
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市

民
が
参
加
。
と
と
も
に
五
十
周
年
の

節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
敬
称
略

▽
坂
元
善
文
（
上
野
・
第
７
代
市

長
、第
４
・
６
・
７
代
市
議
会
議
長
）

▽
新
枦
勝
記
（
飛
松
・
第
11
・
12
代

市
長
、
第
８
〜
10
代
市
助
役
）
▽
江

良
英
千
代
（
槝
之
浦
東
・
第
３
〜
６

代
市
助
役
、
第
３
代
市
議
会
議
長
）

▽
小
野
義
成
（
鹿
児
島
市
・
第
７
代

市
助
役
）
▽
中
野
勝
雄
（
仲
仁
田
・

第
６
・
７
代
市
収
入
役
）
▽
a
原
茂

（
長
谷
・
第
８
代
同
）
▽
k
之
上
訓

衛
（
下
村
・
第
11
代
同
）
▽
川
原
實

（
波
留
・
第
13
代
市
助
役
、
第
12
代

市
収
入
役
）
▽
槝
之
浦
時
義
（
槝
之

浦
西
・
第
13
代
市
収
入
役
）
▽
枦
庄
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吉
（
大
丸
・
県
議
会
議
員
）
▽
牛
之

k
水
雄
（
牛
之
浜
・
第
10
代
市
議
会

議
長
）
▽
迫
口
保
雄
（
桐
野
下
・
第

15
代
同
）
▽
中
村
健
一
（
弓
木
野
・

第
17
代
市
議
会
副
議
長
）
▽
畠
中
保

（
遠
矢
・
第
21
代
同
）
▽
上
野
重
春

（
陳
之
尾
・
市
議
会
議
員
）
▽
森
山

勝
一
（
長
島
町
・
同
）
▽
山
下
肇

（
上
野
・
公
平
委
員
）
▽
中
村
良
彦

（
町
・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
）
▽

石
澤
正
徳
（
下
村
・
区
長
）
▽
濱
h

雅
（
浜
・
同
）
▽
白
石
十
郎
（
町
・

同
）
▽
中
平
次
男
（
折
口
東
・
同
）
▽

小
田
正
美
（
黒
之
上
・
同
）
▽
小
浦

時
衛
（
脇
本
馬
場
・
同
）
▽
中
村
宗

夫
（
横
手
・
同
）
▽
田
渕
初
喜
（
寺

山
・
同
）
▽
松
尾
直
義
（
永
田
下
・

同
）
▽
大
尾
幸
男
（
大
尾
・
同
）
▽

中
村
正
人
（
脇
本
浜
・
同
）
▽
宮
原

渉
（
宮
原
・
同
）
▽
山
下
正
雄
（
槝

之
浦
西
・
消
防
団
長
、
消
防
団
員
）

▽
神
之
田
月
教
（
中
屋
敷
・
消
防
副

団
長
、
消
防
団
員
）
▽
橘
房
昭
（
大

丸
・
同
）
▽
垂
壽
（
波
留
・
消
防
団

員
）
▽
川
畑
武
利
（
仲
仁
田
・
同
）

▽
赤
木
勝
雄
（
大
丸
・
同
）
▽
中
野

正
昭
（
脇
本
浜
・
同
）
▽
湊
崎
正
美

（
脇
本
浜
・
同
）
▽
川
原
忠
（
波
留
・

同
）
▽
枦
良
春
（
大
川
島
・
同
）
▽

大
漉
等
（
大
漉
・
同
）
▽
a
原
功

（
長
谷
・
同
）
▽
枦
光
雄
（
飛
松
・

同
）
▽
石
澤
悟
（
大
漉
・
同
）
▽
大

漉
重
信
（
同
）
▽
花
田
房
義
（
川
畑

中
・
同
）
▽
波
留
學
（
波
留
・
同
）

▽
太
田
弘
治
（
段
・
同
）
▽
田
島
貞

夫
（
波
留
・
同
）
▽
波
留
國
雄
（
潟
・

同
）
▽
栗
林
万
吉
（
羽
田
・
同
）
▽

江
k
誠
三
（
脇
本
浜
・
同
）
▽
懸
野

崎
達
雄
（
同
）
▽
浦
島
盛
大
（
同
）

▽
富
k
操
（
同
）
▽
角
一
雄
（
波
留
・

同
）
▽
宮
内
清
一
（
同
）
▽
角
秀
吉

（
同
）
▽
山
口
幸
春
（
田
代
下
・
同
）

▽
奥
ま
す
ゑ
（
山
下
馬
場
・
教
育

委
員
）
▽
池
田
友
吉
（
国
分
市
・
教

育
長
）
▽
大
磯
政
明
（
宮
之
城
町
・

同
）
▽
井
上
満
博
（
鹿
児
島
市
・
同
）

▽
赤
木
義
衛
（
槝
之
浦
西
・
教
育
委

員
）
▽
平
ミ
ド
リ
（
古
里
・
学
校
医
）

▽
内
山
達
四
郎
（
高
松
・
同
）
▽
上

園
清
吉
（
町
・
同
）
▽
古
市
哲
朗

（
新
町
・
同
）
▽
橋
口
菊
彌
（
大
丸
・

同
）
▽
瀬
戸
口
浩
（
町
・
同
）
▽
鳥

飼
忍
（
波
留
・
同
）
▽
鳥
飼
忠
尚
（
新

町
・
同
）
▽
李
載
仁
（
下
村
・
同
）

▽
黒
神
嘉
樹
（
波
留
・
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
）
▽
宇
都
誠
助
（
古

里
・
伝
統
文
化
継
承
）
▽
阿
久
根
市

文
化
協
会
（
市
民
文
化
向
上
）
▽
阿

久
根
市
体
育
協
会（
社
会
体
育
貢
献
）

▽
寺
地
伊
佐
夫
（
尻
無
上
・
人
権

擁
護
委
員
）
▽
林
干
城
（
大
丸
・
警

察
検
視
事
案
協
力
）
▽
春
田
房
義

（
的
場
・
交
通
安
全
協
力
員
）
▽
峯

治
志
（
波
留
・
同
）
▽
浅
野
勝
康

（
飛
松
・
同
）
▽
新
留
秀
雄
（
永
田

上
・
同
）

▽
若
松
光
仁
（
上
野
・
商
工
業
振

興
）
▽
坂
元
哲
平
（
浜
・
水
産
振
興
）

▽
濱
崎
正
幸
（
浜
・
同
）
▽
梶
尾
吉

男
（
黒
之
浜
・
同
）
▽
西
田
福
七

（
下
村
・
農
業
振
興
）
▽
中
野
行
雄

（
田
代
下
・
林
業
振
興
）
▽
大
野
貞

夫
（
桐
野
下
・
農
業
振
興
）
▽
大
漉

一
志
（
大
漉
・
同
）
▽
中
野
貞
雄

（
牟
田
・
同
）
▽
小
原
正
二
（
段
・

商
工
業
振
興
）
▽
上
野
光
二
（
山
下

馬
場
・
農
産
物
加
工
産
業
振
興
）
▽

田
原
岩
雄
（
大
丸
・
商
工
業
振
興
）

▽
村
井
英
明
（
大
川
島
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
）
▽
牧
尾
英
二
（
浦
・
商
工
業

振
興
）
▽
下
薗
泰
兵
衛
（
的
場
・
特

産
品
開
発
振
興
）

▽
近
畿
地
区
阿
久
根
会
（
大
阪

府
・
本
市
Ｐ
Ｒ
と
諸
分
野
で
貢
献
）

▽
東
海
地
区
阿
久
根
会
（
愛
知
県
・

同
）
▽
関
東
地
区
阿
久
根
会
（
東
京

都
・
同
）
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市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
と

同
時
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
四
年
市

民
表
彰
式
で
は
、
市
政
発
展
の
た
め

に
永
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
十
五

人
、十
三
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

※
敬
称
略

▽
鶴
薗
辰
男
（
尻
無
上
・
第
22
代

市
議
会
副
議
長
）
▽
大
尾
速
（
段
・

市
議
会
議
員
と
し
て
永
年
功
労
）
▽

馬
見
新
勝
（
飛
松
・
同
）
▽
（
故
）

築
地
新
格
（
牧
内
・
第
23
代
市
議
会

議
長
）

▽
井
上
満
博
（
鹿
児
島
市
・
教
育

長
と
し
て
教
育
行
政
振
興
に
貢
献
）

▽
吉
松
美
津
子
（
高
松
・
本
市
を
題

材
と
し
た
詩
集
に
よ
り
本
市
を
全
国

的
に
知
ら
し
め
文
化
の
向
上
に
貢
献
）

▽
長
田
政
光
（
栫
・
区

長
永
年
勤
続
）
▽
高
原
茂

（
長
谷
・
同
）
▽
川
路
正

利
（
遠
矢
・
同
）
▽
中
屋

敷
区
（
納
税
優
良
区
）
▽

萇
野
区
（
同
）
▽
長
谷
区

（
同
）
▽
尾
原
区
（
同
）

▽
米
次
区
（
同
）
▽
田
代

中
区
（
同
）
▽
田
代
下
区

（
同
）
▽
大
下
区
（
同
）

▽
丸
内
区
（
同
）
▽
瀬
之

浦
上
区
（
同
）
▽
瀬
之
浦

下
区
（
同
）
▽
小
漉
区

（
同
）▽
桑
原
城
下
区（
同
）

▽
冨
吉
喜
久
蔵
（
佐
潟
・
漁
業
振

興
）▽

横
手
ヨ
シ
子
（
横
手
・
市
中
央

生
活
学
校
）
▽
野
元
域
弘
（
新
町
・

教
育
委
員
）
▽
前
田
正
枝
（
新
町
・

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

▽
柏
木
満
義
（
浦
・
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
議
会
役
員
）
▽
神
之
田
月

教
（
中
屋
敷
・
市
老
連
理
事
、
大
川

中
シ
ル
バ
ー
フ
レ
ン
ド
活
動
）
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【
地
方
自
治
部
門
】

【
教
育
文
化
部
門
】

市民表彰受賞者の方々
【
地
方
自
治
部
門
】

【
産
業
経
済
部
門
】

【
教
育
文
化
部
門
】

【
社
会
福
祉
部
門
】

オープニングではパール新体操クラブの皆
さんが見事な創作ダンスを披露

記
念
講
演
で
は
、
国
際
政
治
学
者
の

浅
井
信
雄
氏
が
『
激
動
す
る
国
際
情

勢
と
日
本
の
選
択
』
と
題
し
て
国
際

社
会
の
中
で
、
日
本
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

出
演
者
全
員
の
合
唱
で
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
か
ざ
っ
た
午
後
か
ら
の
記
念

コ
ン
サ
ー
ト

「未来の阿久根を担う子どもたちのために役立ててください。」市
制施行50周年を記念して５月22日、市民から市へ寄付金が寄せられ
ました。
今回、貴重な寄付金を贈られたのは、段区にお住まいの堀切麗子

さん（写真右）です。
堀切さんの祖父にあたる堀切正心氏は大正７年から約８年間、阿

久根村から阿久根町時代の収入役として、さらに父親の篤義氏は市
職員としてともに阿久根の発展に尽力してこられました。
今回の寄付にあたり麗子さんは、「祖父や父が阿久根のために頑

張ってきたので、市制施行50周年の節目に、私も何かの形でお役に
立てればうれしいです」と話して下さいました。
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駅前通りでの消防パレード

桜ヶ丘から阿久根大島を望む

昭和36年

すさまじい豪雨により市内各地で浸水（写真は大丸地区）

黒之瀬戸大橋建設工事

国道３号大川バイパス工事

昭和46年

昭和46年頃

昭和56年頃

現　在

昭和29年頃



地
方
分
権
の
推
進
や
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
、
厳
し
い
財
政
状
況
な

ど
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
一
方
で
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
圏
は
ま
す
ま
す
拡
大
し

住
民
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
多

様
化
・
高
度
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
時
代
に
対
応

す
る
行
政
の
在
り
方
の
一
つ
と
し
て

現
在
、
全
国
の
市
町
村
で
合
併
問
題

が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
地
域
の
将
来
を
考
え
る

と
き
、「
市
町
村
合
併
」
は
と
て
も

重
要
な
問
題
で
す
。

今
月
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
こ

の
「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
市
民

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
、
市
町
村
合
併
が
盛
ん
に
論
議

さ
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

a
地
方
分
権
の
推
進

住
民
に
身
近
な
行
政
の
権
限
を
で

き
る
限
り
地
方
自
治
体
に
移
し
、
地

域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
行
政
運
営
を

推
進
で
き
る
よ
う
、
地
方
分
権
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は

地
方
自
治
体
に
も
行
財
政
基
盤
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

s
少
子
高
齢
化
の
進
行

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
医
療
・
福
祉
等
の
社
会
保
障

関
係
経
費
の
増
大
、
人
口
減
少
に
伴

う
地
域
経
済
の
活
力
低
下
な
ど
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
市
町
村

に
お
い
て
は
、
基
幹
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

d
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
、
技
術

革
新
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
住
民
が

求
め
る
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
し
、
高

度
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
専
門
的
で
高
度
な
知
識
を

持
つ
職
員
の
育
成
・
確
保
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

f
生
活
圏
の
広
域
化

交
通
・
情
報
通
信
手
段
の
発
達
や

経
済
活
動
の
進
展
に
伴
い
、
私
た
ち

の
日
常
社
会
の
生
活
圏
は
市
町
村
の

区
域
を
越
え
て
ま
す
ま
す
拡
大
し
て

き
て
お
り
、
市
町
村
の
行
政
も
、
よ

り
広
い
観
点
か
ら
広
域
的
な
対
応
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

g
厳
し
い
財
政
状
況

国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
借
金
は
お

よ
そ
６
７
５
兆
円
に
も
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
一
般
的
に
は
小
規
模
な

自
治
体
ほ
ど
財
政
基
盤
が
弱
く
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

今
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

国
も
地
方
も
よ
り
効
率
的
な
行
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
に

的
確
に
対
応
し
住
民
の
期
待
に
こ
た

え
て
い
く
た
め
に
は
、
地
方
自
治
体

も
、
広
域
的
な
視
点
か
ら
連
携
・
調

整
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

体
制
の
整
備
や
行
財
政
基
盤
の
強
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
市
町
村
合
併
」
は
、
そ
の
た
め

に
市
町
村
が
自
主
的
に
選
択
で
き
る

方
策
の
中
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

－６－



そ
れ
で
は
、
市
町
村
合
併
問
題
を

考
え
る
時
、
実
際
に
私
た
ち
住
民
の

生
活
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
一
般

的
に
、
次
の
よ
う
な
効
果
（
メ
リ
ッ

ト
）
と
懸
念
さ
れ
る
事
項
（
デ
メ
リ

ッ
ト
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

q
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
公
共
施
設

の
広
範
な
利
用
が
可
能

w
専
門
的
・
高
度
な
能
力
を
有
す
る

職
員
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
が

で
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

期
待
さ
れ
る

e
重
点
的
な
投
資
が
可
能
に
な
り
、

目
玉
と
な
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る

r
広
域
的
視
点
か
ら
、
道
路
や
市
街

地
の
整
備
、
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
の
整
備
を
効
率
よ
く

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る

t
行
政
経
費
が
節
約
さ
れ
、
少
な
い

経
費
で
よ
り
高
い
水
準
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
可
能

y
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
り
、
若
者
の
定
着
や
職
場
の

確
保
が
期
待
さ
れ
る

q
合
併
後
の
市
町
村
内
の
中
心
部
と

周
辺
部
で
地
域
格
差
が
生
じ
て
し

ま
う

w
歴
史
や
文
化
へ
の
愛
着
や
地
域
の

連
帯
感
が
薄
れ
て
し
ま
う

e
住
民
の
意
見
が
政
策
に
反
映
さ
れ

に
く
く
な
る

r
住
民
へ
の
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
で
き
に
く
く
な
る

t
関
係
市
町
村
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
や
住
民
負
担
の
格
差
の
調

整
が
難
し
か
っ
た
り
、
市
町
村
に

よ
っ
て
は
財
政
状
況
に
著
し
い
格

差
が
あ
る

y
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
が
具
体
的
に
見

え
に
く
い
場
合
が
あ
る

今
月
号
で
は
、
今
な
ぜ
市
町
村
合

併
が
論
議
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
背
景

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
合
併
す
る
こ
と

で
予
想
さ
れ
る
効
果
や
懸
念
さ
れ
る

事
項
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

た
。次

回
は
、
阿
久
根
市
や
出
水
地
域

と
い
っ
た
私
た
ち
の
地
域
の
将
来
像

に
つ
い
て
、
平
成
12
年
12
月
に
県
が

策
定
し
た
「
鹿
児
島
県
市
町
村
合
併

推
進
要
綱
」
の
中
で
示
さ
れ
た
合
併

パ
タ
ー
ン
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

－７－

◆
市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト

（
効
果
）

◆
市
町
村
合
併
の
デ
メ
リ
ッ
ト

（
懸
念
さ
れ
る
事
項
）

○市町村合併を分かりやすく紹介したビデオを無料で貸し出しますY

「集まれば、夢が生れる」 －鹿児島県制作（22分）－
※お問い合わせ先

市役所総務企画課企画係　1&3１２１１（内線１２１６）

○市町村合併に関する情報がご覧になれます。
◇総務省ホームページ
http://www.mha.go.jp/gapei/index.html

◇鹿児島県ホームページ
http://www.pref.kagoshima.jp/home/chihoka/gappei/index.html

◆市町村の合併の特例に関する法律（合併特例法）
　・市町村の広域化の要請に対処し、自主的な市町村の合併を推進することを目的として昭和40年に施行

　・平成11年に地方分権一括法における改正

　　　主に、合併協議会設置の促進と合併促進のための財政措置に重点

　※合併特例法は平成17年３月31日までの時限立法です。
　　　市町村合併に伴う国の各種支援施策を受けるためには、この期限までに所定の手続を終えなければなりません。

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000

明治21年末

明治22年末

昭和28年10月

昭和31年９月

昭和36年６月

昭和40年４月

平成12年４月

71,314

15,859　市制町村制施行（明治22.４.１）

9,868　町村合併促進法施行（明治28.10.１）

3,975　新市町村建設促進法施行（昭和31.６.30）、町村合併促進法失効（昭和31.９.30）

3,472　新市町村建設促進法一部失効（昭和36.６.29）

3,392　市町村の合併の特例に関する法律施行（昭和40.３.29）

15,859　市制町村制施行（明治22.４.１）

9,868　町村合併促進法施行（明治28.10.１）

3,975　新市町村建設促進法施行（昭和31.６.30）、町村合併促進法失効（昭和31.９.30）

3,472　新市町村建設促進法一部失効（昭和36.６.29）

3,392　市町村の合併の特例に関する法律施行（昭和40.３.29）

3,229



第
八
回
阿
久
根
市
長
旗
争
奪
全
国

中
学
選
抜
剣
道
大
会
が
五
月
五
日
、

市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

沖
縄
ま
で
全
国
各
地
か
ら
七
十
四
校

が
参
加
し
、
男
子
六
十
九
チ
ー
ム
、

女
子
四
十
八
チ
ー
ム
が
出
場
。
日
頃

の
鍛
練
の
成
果
を
存
分
に
競
い
合
い

ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
斉
藤
市
長
が
「
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々
と
親

睦
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
。
前
回
男
子
優
勝
校
で
あ

る
神
埼
中
学
校
の
石
丸
大
城
主
将
が

「
市
制
施
行
五
十
周
年
大
会
に
ふ
さ

わ
し
く
正
々
堂
々
と
戦
い
ま
す
」
と

力
強
く
選
手
宣
誓
し
熱
戦
の
火
ぶ
た

が
切
っ
て
お
と
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
ま
ず
男
子
二
十
三
、
女

子
十
六
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
予
選
が

行
わ
れ
、
各
パ
ー
ト
の
一
位
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
地
元
勢
で

は
女
子
の
部
で
三
笠
と
阿
久
根
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し
た
が

い
ず
れ
も
上
位
進
出
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

男
子
の
部
で
は
、
背
振
（
佐
賀
県
）

が
準
決
勝
で
昨
年
優
勝
校
の
神
埼
に

競
り
勝
ち
、
決
勝
で
も
日
田
南
部

（
大
分
県
）
を
破
り
初
優
勝
。
女
子

の
部
は
、
福
岡
県
勢
同
士
と
な
っ
た

黒
木
と
の
決
勝
を
制
し
た
高
田
が
同

じ
く
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※
敬
称
略

︻
男
子
の
部
︼

q
背
振
（
佐
賀
県
）
最
優
秀
監
督

＝
原
裕
樹
w
日
田
南
部
（
大
分
県
）

e
神
埼
（
佐
賀
県
）
緑
ケ
丘
（
大
分

県
）
敢
闘
賞
＝
鶴
城
（
熊
本
県
）
東

和
（
和
歌
山
県
）
多
良
木
（
熊
本
県
）

明
野
（
大
分
県
）

︻
女
子
の
部
︼

q
高
田
（
福
岡
県
）
最
優
秀
監
督

＝
大
橋
徹
w
黒
木
（
同
）
e
阿
蘇

（
熊
本
県
）
日
田
南
部
（
大
分
県
）

敢
闘
賞
＝
富
来
（
大
分
県
）
北
茂
安

（
佐
賀
県
）
浦
添
（
沖
縄
県
）
清
水

（
熊
本
県
）

－８－

熱い戦いが繰りひろげられた試合の様子

放送大学は、生涯学習時代に対応した正規の通信制大学で、

広く県民の方から平成14年度第２学期（10月入学）の学生を募

集しています。

◆放送大学の特徴
・人文・社会・自然・産業等の幅広い分野の科目（約300科

目）が選べる大学です。

・自宅のテレビ（ＣＳデジタル放送）で、マイペースで学習

できます（学習センターで学習もできます）。

・18歳以上なら、どなたでも入学できます。

・入学試験はありません。

・「学士（教養）」の学位が取れます。

・半年または１年間在学し、希望する科目を１科目からでも

学べる学生の種類もあります。

◆募集スケジュール（平成14年度第２学期）
・出願受付期間　　６月15日～８月15日

・授業開始　　　　10月１日

◆授業料等

※放送授業科目は１科目２単位制ですので、１科目当たりの

授業料は10,000円となります。

放送大学　鹿児島学習センター　1099（239）3811
お問い合わせ

区　分 入学金 授　　業　　料

全科履修生 ２０，０００円 １単位当たり

選科履修生 ７，０００円 ５，０００円

科目履修生 ５，０００円 （教材費込み）

YY



－９－

─シリーズ③─
県では，「鹿児島県男女共同参画推進条例」を平成14年１月１日に施行しました。

シリーズ最終号は，男女共同参画を推進するための基本理念と県・事業者・県民のみなさんの責務についてです。

注：「鹿児島県男女の多様な生き方情報誌　ハーモニー第22号より」

＊条例の条文については県のホームページで御覧になれます。
http://chukakunet.pref.kagoshima.jp/home/seijyoka/kyodo/index.html

＊詳しいお問い合わせは，市役所総務企画課企画係まで（173-1211，内線1216）



－10－

楽しい話題･催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１

━━ 佐潟地区で伝統のひな女祭り ━━
地区出身者に誕生した長女の健やかな成長を願う佐潟地区伝統の

「ひな女（じょ）祭り」が５月19日、佐潟地区漁港広場で賑やかに開
催されました。
今年のひな女は林田竜二さん™3、香奈子さん™3夫妻の長女、ららち

ゃん（10か月）です。
鮮やかな晴れ着に身を包み、顔には薄化粧、頭には名前を染め抜い

たハチマキ姿のひな女が、おばあちゃんに背中合わせに背負われて登
場しハンヤ節のリズムに揺られながら観客にお披露目。その後、約２
時間にわたり親戚や地域の人々などに次々と踊り継がれ、時には背中
で気持ちよさそうに眠る一幕も。けなげに主役をつとめる、かわいら
しいひな女に、観客から健やかな成長を願う祝福の拍手がさかんに贈
られていました。

━━ 第５回　シリカミツーリングトライアル ━━
地域の豊かな自然を生かしたイベントとして好評のシリカミツーリ

ングトライアルが５月５日、尻無上区周辺で開催されました。大会に
は、九州はもとより東京、大阪など全国各地から28人が出場。河川の
中の岩や堰、山の急斜面など、自然の障害物を生かした26のセクショ
ン（採点か所）でバイクの操縦技術を競い合いました。
選手たちの華麗なバイクテクニックに、コース沿道に詰めかけた大

勢の観客から、驚きの声があがっていました。
なお、大会の結果は次のとおりです。 （※敬称略）

◎Ａクラス　　q後藤研一（国分市） w村上隆宏（福岡県）
◎Ｂクラス　　q皆元一徳（隼人町） w牛谷重信（宮崎県）
◎Ｃクラス　　q西田龍也（国分市） w中村秋夫（兵庫県）

未
耕
作
で
荒
れ
た
遊
休
田
を
花
い

っ
ぱ
い
の
名
所
に
変
え
よ
う
と
五
月

三
日
、
折
口
地
区
の
住
民
ら
が
集
ま

り
花
シ
ョ
ウ
ブ
の
苗
を
植
え
付
け
ま

し
た
。

こ
れ
は
折
口
地
区
村
づ
く
り
推
進

協
議
会
が
地
域
の
役
員
や
老
人
ク
ラ

ブ
、
子
供
会
育
成
会
な
ど
に
も
呼
び

か
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、
約
百
三

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ウ
ブ
の
植
付
け
を
行
っ
た
一

帯
は
、
水
田
営
農
活
性
化
推
進
事
業

の
指
定
地
域
と
し
て
水
田
の
有
効
利

用
を
促
進
す
る
た
め
飼
料
作
物
の
作

付
け
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
事
業
の
一
環
と
し
て
シ
ョ

ウ
ブ
の
苗
二
百
株
を
市
が
用
意
。
き

れ
い
に
耕
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。
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│

│
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│
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━━ 阿久根農高でトトロ農園開園 ━━
阿久根農高で５月24日、めぐみ幼稚園とみどりが丘保育園の園

児らが野菜の植付けを体験しました。
これは、子どもたちに農作業の体験を通して農業に親しんでも

らいたいと同校が農場の一部を開放して実施したもので、その名
も『トトロ農園』と名付けられました。
この日は、両園の園児たち約120人が、同校農業経営科の生徒

たちから説明を受けながら、ミニトマトやキュウリ、サツマイモ、
ネギ、バジルなどの苗を上手に植え付けていきました。
園児らは、自分たちで植えた野菜の収穫が今から待ち遠しくて

たまらない様子でした。

━━ 八郷防災ダム完成 ━━
八郷川の上流にこの程防災ダムが完成し５月10日、地元住民や

事業主体の県、工事関係者らが竣工を祝いました。
笠山から黒之瀬戸に流れ込む八郷川は急斜面にある急流河川の

ため、豪雨のたびに土石や風倒木が流出し、住民の被災に対する
不安が高まっていました。このため、県の実施事業として平成11

年度に着工。総事業費は２億６千６百万円で堤高11ｍ、堤長72.5
ｍの鋼製スリットダムになっています。
八郷区の竹原義一区長は、「この地域は地形的に危険な場所が

多く災害への不安がありましたが、これで区民も安心して暮せま
す。関係者に心からお礼申し上げます」と話していました。

━━ 第３回　文旦の香と蛍と音楽の夕べ ━━
文旦の里として知られる尾崎地区で５月26日、文旦の香と蛍と

音楽を一度に楽しもうと夕べの集いがありました。
文化を通じて地域の活性化を図ろうと地域の尾崎エコボランテ

ィアクラブが主催して始められたこの夕べも今年で３回目を迎え
ます。
この日は、五つ太鼓や、軽音楽、踊り、民謡、三味線など７団

体が出演。夕暮れ時の特設会場には、地区民をはじめ多くの観客
が集まり、多彩な音楽の夕べを楽しんでいました。
また、すべてのプログラムを終えた頃には、辺りを蛍が飛び交

い、人々は光の舞いをしばし堪能していました。

━━ 関東阿久根会 ━━
４月21日、第５回「渋谷・鹿児島おはら祭」が盛大に催され関

東阿久根会（折田昭生会長）踊り連総勢40人が、ハッピも新たに
渋谷で阿久根ハンヤ節を存分に披露しました。本年１月より会員
有志が集まり毎週日曜日に練習を重ね、まさに各界で活躍されて
いる阿久根ゆかりの多くの方々の世代を越えた故郷阿久根に対す
る愛情と熱き思いが結集されたこの度のエントリーでした。 パ
レードはあいにくの雨でしたが、元ＮＨＫ吉川アナウンサーの名
司会により、コンテストに引き続き東京オリンピック記念館にて
総勢90連、２千数百名の鹿児島ゆかりの方々が、所せましと踊り
を楽しみました。（文章・写真提供　関東阿久根会）
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━━（財）日本つり振興会鹿児島県支部 ━━
（財）日本つり振興会鹿児島県支部が５月14日、本市沿岸から黒
之瀬戸の一帯でアラカブの稚魚5,000匹を放流しました。この日
は、同支部の別府修一支部長ら２人が本市を訪れ、倉津沖や阿久
根大島沖、黒之瀬戸などを船で移動しながら稚魚を放流。同支部
では年２か所程度、県内各地で放流事業を実施しているそうで、
別府支部長は「アラカブは手軽に釣れて、食べてもおいしい魚。
多くの皆さんに釣りを楽しんでもらいたい」と話していました。

━━ 空順講 ━━
江戸時代、阿久根が大火に見舞われた際、７日間に及ぶ火止め

の祈とうでこれを鎮めたとされる空順法印。阿久根消防署の消防
車にも命名されるその偉業をたたえ、同僧を偲ぶ空順講が５月26

日、中央公園の石像前でありました。
この日は、地元住民や消防関係者など約50人が空順法印の石像

前に集まり、次々と手を合わせながら、防火の誓いを新たにして
いました。

━━ 牛之浜地区村づくり推進協議会が青空市 ━━
牛之浜地区村づくり推進協議会ではゴールデンウィーク期間中

の４月28日、29日、５月２日、３日の４日間、道の駅阿久根で野
菜などを販売する青空市を開催しました。
今年で４回目となるこの青空市は、ゴールデンウィークのイベ

ントとしてすっかり定着。大型連休で道の駅に立ち寄る家族連れ
を中心に多くの人々が訪れ、タマネギ、らっきょう、ミニトマト、
豆類柑橘類など、前日の夜から当日の朝方収穫したばかりの新鮮
な野菜や果物はどれも大好評でした。

━━ 高齢者グラウンドゴルフ大会 ━━
本市主催（市老人クラブ連合会共催）の高齢者グラウンドゴル

フ大会が５月28日、陸上競技場で開催されました。今年は市制施
行50周年記念大会として、市内の60歳以上の高齢者約200人が各
地区クラブ単位で出場。日頃の練習の成果を存分に発揮しました。
なお、成績は次のとおりです。（※敬称略）
◎団体戦の部 q潟長寿会　w永田上長寿会
◎個人戦の部 q山平学（下村白潟会） w坂上廉（段長寿会）

e石坂勇（大丸百寿会）

━━ 宮内正美氏に法務大臣から感謝状 ━━
法務大臣の委嘱を受けた人権擁護委員として永年にわたり基本

的人権の擁護に尽力してこられた宮内正美氏（76・波留区）に法
務大臣から感謝状が贈られ５月14日、市役所で伝達式がありまし
た。同氏は昭和58年６月から今年４月まで６期18年間、人権擁護
と人権意識の啓発に尽力。今回その功績が認められたものです。
また、後任には大石啓元氏（55・波留区）が就任され、この日、
委嘱状が交付されました。現在、本市では大石氏をはじめ４人の
人権擁護委員が活躍しておられます。
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「図書館ボランティア」大募集Z
バンビ教室や手作り教室で、いっしょに読み聞かせや工作

をしてくださる方を募集しています。
第１土曜日と第３土曜日の午後２時からです。
子どもが好き、本が好き、図書館が好きな方大歓迎です。

年齢、性別は問いません。どなたでもご参加ください。少し
でも興味を持たれた方は、市立図書館（1７２－０６０７）
まで。お待ちしています。

《新 着 図 書》
u村上龍「悪魔のパス天使のゴール」u柳美里「声」uジェ
ームス三木「憲法はまだか」u吉本ばなな「虹」u清水義範
「ザ・勝負」uさくらももこ「さくらえび」u日野啓三「落
葉　神の小さな庭で」u林望「私は女になりたい」u野坂昭
如「文壇」u岩井志摩子「がふいしんぢゅう」u泉基樹「精
神科医がうつ病になった」‥‥‥‥他多数

新
着
Y
大
活
字
本
の
紹
介

「
い
ま
に
語
り
つ
ぐ

日
本
民
話
集
」
全
15
巻

解 約 の 方 法
訪問販売やハイハイ学校などで高額な商品を買ってしま

った契約等については、契約してから８日以内であれば無
条件解約ができます。これをクーリング・オフ制度といい
ますが、期間内に解除通知を出すことで、無条件解約がで
き支払済みのお金も返してもらえます。
布団などは使用しても８日間以内であれば返品すること

ができます。化粧品や健康食品などは自ら開封したものに
関しては返品できませんが、未開封の物は返品して解約す
ることができます。
８日間を過ぎると契約した本人が違約金を払っての解約

となります。違約金の額は契約金額によって違ってきます
が、最低５～10万円は払うことになるでしょう。
また、消費者契約法による取り消しの方法もあります。こ

れは、『ハイハイ学校などで帰りたいと言ったにもかかわら
ず帰してもらえなかった』『訪問販売等で契約はしない、帰
ってくれと言ったにもかかわらず帰らない』『何時間にも及
ぶ勧誘に根負けして契約した』等、このような不退去、困
惑等をともなって契約した場合は消費者契約法で取り消す
ことができます。

契約したが困ったな、おかしいなと思ったら、あきらめ
ずに消費者生活相談窓口へご相談ください。
市役所水産商工観光課消費生活相談窓口

1７３－１２１１（内線１１１２）

子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとす

る時間にと、お気軽に支援センターをご利用ください。
☆親子教室（１０：００～１２：００）
２日c 大川児童館　　　　 11日e みなみ保育園
〃　 瀬之浦児童館　　　 16日c 瀬之浦児童館

３日d 保健センター　　　 17日d 農村環境改善センター（牧内）
４日e みなみ保育園　　　 18日e みなみ保育園

（プレ・ママサロン） 23日c 鶴川内児童館
９日c 鶴川内児童館　　　 24日d 農村環境改善センター（牧内）
〃　 農村環境改善センター（牧内） 25日e みなみ保育園

10日d 農村環境改善センター（牧内）
☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設
第３月曜日（７/15）お問い合わせはみなみ保育園まで

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第３金曜日（７/19） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第４金曜日（７/26） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、前日までに下記の支
援センターにお申込みください。

地域子育て支援センター

1７３－３４５７　　みどりが丘保育園

1７２－３９３９　　みなみ保育園
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）

平成14年３月末現在
人口　98,144人
世帯　38,273世帯
面積　580.76H



－15－

道路交通法等の改正‥‥

●運転免許証の有効期間が原則として５年に
お酒を飲んだにもかかわらずハンドルを握って事故を起こすケースや、70歳以上の高

齢者が運転していて事故を起こすケースなどが増えています。また、運転免許証の更新
手続等に係る負担の軽減を求める声が上がってきました。
そこで、悪質な運転者に対する罰則等を厳しくする一方、運転免許証の更新等に係る

負担を軽減することなどを内容とした道路交通法等の改正が行われ、６月１日から施行
されました。以下、主な改正点を紹介します。

◆運転免許証の更新を受ける際の負担の軽減
一般運転者の運転免許証の有効期間が、原則として現行の３年から５年になります。

ただし、免許取得後５年未満の方や一定以上の違反運転者は除かれます。
更新期間を、現行の１か月から誕生日を挟んだ２か月に延長します。
また、一定の要件を満たす優良運転者は、住所地以外の都道府県公安委員会を経由

して、更新の申請ができるようになります。

◆第二種運転免許に関する規定の整備
第二種運転免許の技能試験に路上試験が導入されるとともに、応急救護処置等の取

得時講習の受講が義務づけられます。

◆障害者に係る欠格事由の見直し
これまで、一定の障害者等に対して免許が取得できないとしていた欠格事由を廃止

し、障害者等については、自動車等の安全な運転への支障の有無を個別に判断します。

◆高齢者講習の受講対象者の年齢引き下げ
運転免許証の更新時に高齢者講習の受講を要する対象年齢を、現在の「75歳以上」

から「70歳以上」に引き下げます。

◆悪質・危険運転者対策の強化
ひき逃げ、飲酒運転、無免許運転、共同危険行為（暴走族）などに対する罰則を強

化しました。
例えば、酒気帯び運転の場合「３か月以下の懲役又は５万円以下の罰金」から「１

年以下の懲役又は30万円以内の罰金」に引き上げられます。また、酒気帯び運転のア
ルコール体内保有濃度の基準が、現行の呼気１㍑につき「0.25m以上」から「0.15m以
上」に引き下げられます。

●今回の改正についてお分かりにならない点がありましたら、お近くの都道府県警察にお問い合わせください。
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

●国土交通省からのお知らせ
国道３号「砂岳トンネル」「佐山トンネル」「朝日トンネル」で路面改修工事を行います。
工事期間中のトンネル内は終日片側交互通行となり、渋滞が予想されます。
お出かけの際は、時間に余裕をもってご利用くださいますよう、ご協力をお願いします。

終日片側交互通行期間
「砂岳トンネル」‥‥‥川内市西方　　　　　　平成14年６月５日～平成14年８月８日
「佐山トンネル」‥‥‥川内市湯田　　　　　　平成14年６月５日～平成14年８月８日
「朝日トンネル」‥‥‥日置郡東市来町長里　　平成14年８月20日～平成14年10月20日

※上記期間は、特殊車両（高さ3.8ｍ、幅2.5ｍ、長さ12.0ｍ以上）の車は通行できません。

なお、雨天等の影響により、終日片側交互通行期間を変更することがありますが、お盆（８月９日～18日）の間
は、通行規制は行いません。

お問い合わせ先　　国土交通省　　阿久根維持出張所　　1０９９６－７３－０６０５
市来維持出張所　　　1０９９６－３６－３４１１

三菱ピーエスＪＶ　　　　　　　　　1０９９６－３１－１４１１
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平成13年11月の予防接種関係法令の改正により、昭和54

年４月２日から昭和62年10月１日までの間に生れた方で風
疹予防接種を受けていない方に対して、予防接種が受けら
れるよう経過措置が設けられました。
市では、この改正に伴い下記の要領で風疹予防接種を実

施します。対象者で接種を希望される方は、風疹の予防接
種を受けていないことをご確認のうえ、お申し込みくださ
い。

◆対 象 者 昭和54年４月２日～昭和62年10月１日までの
間に生れた方で風疹の予防接種を未接種の方

◆接種期間 ８月５日（月）～８月24日（土）
※日曜日・祝日・お盆期間は除く

◆接種場所 次の医療機関の中からお選びください。
阿久根市民病院小児科・有村産婦人科内科
内山病院・上園医院・黒木胃腸科外科
北国医院・山田クリニック

◆申込期限 ７月５日（金）まで
◆申込方法 市役所保健予防係まで希望医療機関、希望日

等をご連絡ください。

◆詳しいお問い合わせ先
市役所健康福祉課保健予防係

1７３－１２１１（内線１４３１・１４３２）

◆健康相談

〔時　間　　午前９：００～９：３０〕

※健診結果や健康に関する相談を開催します。

※健康手帳をお持ちの方は持参してください。

脇本地区公民館

　６月２６日（水）

大川地区公民館

　６月２７日（木）

保健センター

　６月２８日（金）

アルコール依存に悩む家族の方々へアルコール依存に悩む家族の方々へ
～家族会のお誘い～

出水保健所ではアルコール依存に悩む家庭の方々を対象と
し家族会を計画いたしました。この会を通して、アルコール
依存症とは何か、どうすればよいのか等、この病気に対する
認識を深めていただくとともに、同じ悩みを抱えた方々がお
互いに共感しあえる機会になればと考えています。
多くの方々の参加をお待ちしております。

〈日　時〉 ６月11日（火） 午後１：30～午後４：00

〈場　所〉 阿久根市民会館　第５会議室
〈内　容〉 アルコール依存症に悩む家族の語り合い

（相談など）
〈お問い合わせ先〉 出水保健所保健予防課

1６３－３１１１（内線３５７）
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阿久根市農業委員会委員選挙阿久根市農業委員会委員選挙

７月７日（日） 投票日
◇告示日（立候補届出日） ６月30日（日）
◇投票時間 午前７時から午後６時まで
◇不在者投票
・期間　　６月30日（日）から７月６日（土）まで
・時間　　午前８時30分から午後６時まで
・場所　　市役所選挙管理委員会
※必ず選挙入場券をお持ちください。

◇選挙入場券様式の変更
これまでの短冊型入場券からはがき方式に変更になりま
した。

◇投票所の変更
第11投票区投票所が脇本保育所から脇本地区公民館に変
更になりました。

◇選挙権について
ア　選挙資格要件を備えていても選挙人名簿に登録（本
年１月１日現在において申請し、農業委員会の審査要
件を具備した者）されていなければ投票することがで
きません。

イ　選挙人名簿に登録されている者であっても本来選挙
人名簿に登録されるべきでない者は投票することがで
きません。
登録された時には選挙権があっても、投票の当日選

挙権を有しないといったような者も投票することがで
きません。

※詳しくは市選挙管理委員会事務局まで
1７３－１２１１（内線１３４１）

あくね女性議会議員募集についてあくね女性議会議員募集について

市では、市制施行50周年を記念して今年10月に『あくね女

性議会』を開催します。

これは、政策決定や審議の場への女性の参画を促進し、女

性の視点を今後のまちづくりや市政に生かしていくため開催

するものです。

そこで、この女性議会の議員を次のとおり募集します。市

議会及び市政に関心のある方のご応募をお願いします。

１　開催予定日 10月20日（日）

２　開 催 場 所 阿久根市議会議事堂ほか

３　応 募 資 格 市内に居住されている20歳以上の女性で市

議会や市政に関心のある方

４　募 集 人 員 22人

５　募 集 期 間 ６月20日(木)から７月10日(水)まで
ただし、定員になり次第締め切ります。

６　応 募 方 法 所定の申込用紙に必要事項を記入して市総

務企画課行政係へ提出してください。

なお、申込用紙は市役所市民相談室、三笠

支所、大川出張所に備えてあります。

７　そ　の　他 開催前に数回事前研修を行う予定です。

※　お問い合わせ先　市役所総務企画課行政係

1７３－１２１１（内線１２１２）

これ、何の事か分かりますか。実はむし歯のことなんです。
右の図を見てください。
これは、1995年に世界保健機関（ＷＨＯ）がまとめた世界

の主要な国々の12歳の子どもたちの一人平均の虫歯です。
最もむし歯の少ないフィンランドの一人平均1.2本に比べて

日本は、一人平均3.6本とその数は３倍です。口の中に関して
いえば日本は後進国といってもいいでしょう。
さて、昨年策定された「健康かごしま21 ６歯の健康」に

よると、鹿児島県の12歳児の実態は2000年で3.6本で、1995年
の国の値と同じです。つまり、県は国より５年遅れている訳
です。2010年の目標は平均で1.4本になっていますから、イギ
リスやオーストラリアより15年は遅れていることになります。
後進国の意味がお分かりですね。日本ではまだまだむし歯が
あって当たり前ですが、いわゆる先進国ではむし歯がないのが当たり前になってきています。
このように、世界各国に比べ非常に多いむし歯ですが、予防法は分かっています。次の四項目が重要です。

aプラークコントロール 歯ブラシやデンタルフロス（糸ようじ）による歯口清掃
s甘味食品の制限 飲食回数の制限、だらだら食べの制限
dフッ素の利用 年３～４回フッ化物の歯面塗布
fかかりつけ歯科医院での定期健診 年２～４回歯みがき指導やフッ素塗布
特に、かかりつけ歯科医院で定期的に健診を受けると、a～dの総合的な指導を受けることができます。また、む

し歯のリスク判定（むし歯になりやすいかどうかを判定）をしてもらうと、自分や子どもさんの口の状態がよくわ
かるのでお勧めです。歯の衛生週間を機会に定期健診を受け、歯の健康後進国の汚名を返上しましょう。

～鹿児島県歯科医師会～
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エ
ノ
（
大
丸
）

鳥
飼
和
子
（
下
村
）

○
篤
志
寄
付

・
尾
上
エ
ダ

・
手
作
り
仲
間
代
表
　
尾
上
喜
美
子

・
盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
蓮
の
実
園

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

尾
崎
　
玲れ

い

香か

修
　
（
牧
　
内
）

石
原
　
清
光

せ
い
こ
う

清
　
徳
（

段
　
）

中
村
　
萌も

え

武
　
（
牧
　
内
）

川
崎
　
悠ゆ

う

河が

健
　
二
（
折
口
東
）

牧
内
　
梨り

ん

香か

達
　
志
（
牧
　
内
）

前
浜
あ
い
み
　
明
　
人
（

段
　
）

徳
田
　
麗

う
ら
ら

佳
　
輝
（
木
佐
木
野)

古
川
　
万
倭

ま

い

雅
　
久
（

潟
　
）

幸
　
　
大
介

だ
い
す
け

重
　
徳
（
牧
　
内
）

田
原
　
聖
崇
　
昌
　
紀
（
上
　
野
）

安
田
　
千ち

夏な
つ

宏
三
郎
（
大
　
丸
）

黒
神
　
李
緒

り

お

浩
　
樹
（
牧
　
内
）

貞
益
　
紅こ

南な
ん

雅
　
彦
（
大
　
丸
）

川
畑
　
凜り

ん

陽
　
一
（
波
　
留
）

橋
口
　
美
優

み

ゆ

民
　
雄
（

潟
　
）

片
野
　
愛ま

な

望み

修
　
（
大
　
尾
）

松
崎
い
ず
み
　
公
　
志
（
上
　
原
）

野
元
　
未
裕

み

ゆ

裕
　
稔
（
高
　
松
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

磯
畑
　
理
　
22
（
新
　
町
）
秀
　
吉

寺
地
ツ
ユ
ノ
88
（
尻
無
上
）
正
　
則

上
野
　
仙
吉
83
（
羽
　
田
）
フ
イ
ノ

川
原
　
三
郎
65
（
新
　
町
）
洋
　
子

川
原
　
重
志
75
（
高
之
口
）
乙
　
松

伊
尻
　
一
　
89
（
新
　
町
）
ハ
ツ
ミ

鶴
園
コ
ミ
ツ
86
（
尻
無
中
）
義
　
信

和
田
は
る
よ
90
（
倉
　
津
）
治
　
幸

羽
田
　
廣
　
90
（
萇
　
野
）
又
　
男

新
町
ム
メ
ノ
97
（
飛
　
松
）
仁
　
吉

大
石
　
次
夫
79
（
新
　
町
）
フ
ヂ
子

中
野
　
徳
松
64
（
仲
仁
田
）
勝
　
徳

寺
園
　
五
雄
65
（
大
　
下
）
孝
　
子

川
畑
ト
ミ
子
73
（
川
畑
中
）
譲
　
治

寺
下
戸
兵
衛
85
（
槝
之
浦
東
）
シ
ヅ
子

東
　
　
長
義
81
（
牟
　
田
）
ト
ミ
子

鮫
島
　
千
鶴
91
（

段
　
）
瑞
　
雄

坂
下
ム
ツ
子
63
（
上
　
野
）
和
　
男

川
畑
　
廣
人
65
（
仲
仁
田
）
和
　
代

倉
津
　
栄
三
73
（
倉
　
津
）
ス
エ
子

山
崎
　
友
義
75
（
新
　
町
）
ノ
　
エ

簗
瀬
　
正
子
55
（
萇
　
野
）
国
　
孝

前
田
　
ミ
ヨ
76
（
萇
　
野
）
武
　
雄

鶴
崎
　
千
利
91
（
的
　
場
）
川
畑
又
志

河
南
　
喬
　
81
（

町
　
）

一

中
間
　
イ
ト
100
（
槝
之
浦
西
）
松
元
寛
仁

中
野
　
常
則
75
（
高
　
松
）
シ
　
ヅ

松
林
ヨ
シ
マ
ツ
91
（

枦
　
）
裕
　
臣

石
塚
　
政
行
84
（
大
　
尾
）
サ
ヤ
ノ

福
浦
ミ
エ
子
65
（
黒
之
浜
）
信
　
也
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き
よ
た
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◇日時 ８月７日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇６月１８日
◇７月　２日・１６日
時　間 10時～10時30分
場　所 保健センター

○６月23日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
中島歯科医院　　1*2００２０

（高尾野町大久保）
○６月30日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
椎原歯科医院　　1^7４１１１

（出水市六月田町）
○７月７日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
橋口歯科医院　　1&3０５０８

（阿久根市大丸町）
○７月14日
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
金子歯科医院　　1^3２１５０

（出水市本町）
○７月20日（海の日）
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
福原歯科医院　　1^3２５０１

（出水市緑町）
○７月21日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
塩山歯科医院　　1^2２６３４

（出水市本町）
○７月28日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
児島歯科医院　　1*6１２６６

（東町鷹巣）






